
大
多
喜
町
筒
森
地
区
の
皆
様
、

初
め
ま
し
て
。
五
洋
・
片
岡
特

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
と
申

し
ま
す
。
こ
の
た
び
ご
縁
が
あ

り
国
道
４
６
５
号
線
の
「
（
仮

称
）
筒
森
ト
ン
ネ
ル
」
の
工
事

を
施
工
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
五
洋
建
設
は
東
京
に
本
社
を

置
く
建
設
会
社
で
す
。
片
岡
工

業
は
一
宮
町
に
本
社
を
置
く
建

設
会
社
で
す
。
こ
の
二
社
で
協

力
し
て
こ
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
に

当
た
り
ま
す
。

　
国
道
４
６
５
号
は
、
茂
原
市

を
起
点
と
し
て
大
多
喜
町
を
通

り
富
津
市
に
至
る
経
路
で
東
京

湾
横
断
道
路
、
東
関
東
自
動
車

道
館
山
線
な
ど
の
高
規
格
道
路

に
接
続
し
、
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
横

断
道
路
の
波
及
効
果
を
夷
隅
地

域
に
及
ぼ
す
重
要
な
幹
線
道
路

で
す
。

　
筒
森
バ
イ
パ
ス
は
、
起
点
側

１
．
０
ｋ
ｍ
お
よ
び
筒
森
橋
前

後
０
．
３
ｋ
ｍ
に
つ
い
て
は
、

平
成
１
１
年
度
ま
で
に
供
用
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
残
り
２
．

４
ｋ
ｍ
間
の
う
ち
筒
森
ト
ン
ネ

ル
（
仮
称
）
を
施
工
す
る
も
の

で
す
。

　

　
３
月
２
０
日
（
日
）
筒
森
区

「
も
み
じ
館
」
に
て
地
元
説
明

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
お

忙
し
い
中
、
多
数
の
方
に
来
場

頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
本
工
事
の
概
要
、
ト

ン
ネ
ル
工
事
の
具
体
的
な
施
工

方
法
等
を
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ

て
ご
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、

地
元
の
方
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

質
問
を
頂
き
ま
し
た
。

　
貴
重
な
お
時
間
を
割
い
て
ご

来
場
頂
い
た
こ
と
を
こ
の
紙
面

を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
４
月
の
工
事
予
定
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
４
月
初
旬
〜
中
旬
は
ト
ン
ネ

ル
を
掘
る
た
め
の
仮
設
備
を
施

工
し
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
坑
口
予

定
地
付
近
、
国
道
大
曲
り
の
付

近
、
麻
綿
原
林
道
入
り
口
付
近

で
の
工
事
と
な
り
ま
す
。
工
事

用
車
両
等
が
出
入
り
い
た
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
ま
た
、
中
旬
〜
下
旬
は
ト
ン

ネ
ル
を
掘
る
た
め
の
口
（
坑
口

と
言
い
ま
す
）
を
つ
け
る
工
事

を
し
ま
す
。
大
型
の
掘
削
機
な

ど
が
搬
入
さ
れ
ま
す
の
で
ガ
ー

ド
マ
ン
を
配
置
し
ま
す
が
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

　
本
ト
ン
ネ
ル
に
お
い
て
土
被

り
と
地
表
面
と
の
距
離
が
小
さ

め
な
区
間
（
君
津
市
黄
和
田
畑

側
）
に
お
い
て
は
「
機
械
掘
削

工
法
」
と
併
用
し
て
、
補
助
工

法
と
し
て
、
「
注
入
式
鋼
管
先

受
け
工
法
」
を
採
用
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
工
法
は
、
ト
ン
ネ
ル
内

の
変
位
を
減
ら
す
こ
と
に
よ

り
、
地
表
面
へ
の
影
響
を
極
力

低
減
す
る
も
の
で
す
が
、
地
表

面
に
観
測
点
を
設
置
し
、
毎
日

観
測
し
ま
す
。

　
こ
の
観
測
点
を
設
け
る
お
願

い
と
、
日
常
的
に
観
測
す
る
お

願
い
に
参
り
ま
す
。
　

　
是
非
と
も
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ト
ン
ネ
ル
と
は
、
地

上
か
ら
目
的
地
ま
で
地

下
や
海
底
、
山
岳
な
ど

の
土
中
を
通
る
人
工

の
、
ま
た
は
自
然
に
形

成
さ
れ
た
土
木
構
造
物

で
あ
り
、
断
面
の
高
さ

あ
る
い
は
幅
に
比
べ
て
軸
方
向

に
細
長
い
地
下
空
間
を
い
う
。

　
１
９
７
０
年
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ト
ン

ネ
ル
会
議
で
は
「
計
画
さ
れ
た

位
置
に
所
定
の
断
面
寸
法
を

も
っ
て
設
け
ら
れ
た
地
下
構
造

物
で
、
そ
の
施
工
法
は
問
わ
な

い
が
、
仕
上
が
り
断
面
積
が
２

㎡
以
上
の
も
の
と
す
る
」
と
定

義
さ
れ
た
。

　
人
工
の
も
の
は
道
路
、
鉄
道

（
線
路
）
と
い
っ
た
交
通
路
（
山

岳
ト
ン
ネ
ル
、
地
下
鉄
な
ど
）

や
水
道
、
電
線
等
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
敷
設
（
共
同
溝
な
ど
）
、

鉱
物
の
採
掘
、
物
資
の
貯
留
な

ど
を
目
的
と
し
て
建
設
さ
れ

る
。

　
日
本
で
は
か
つ
て
中
国
語
と

同
じ
く
隧
道
（
ず
い
ど
う
）
と

呼
ば
れ
て
い
た
。
常
用
漢
字
以

外
の
文
字
（
隧
）
が
使
わ
れ
て

い
る
た
め
に
、
第
二
次
世
界
大

戦
後
の
漢
字
制
限
や
用
語
の
簡

略
化
、
外
来
語
の
流
入
な
ど
の

時
代
の
流
れ
に
よ
り
、
今
日
で

は
一
般
的
に
は
「
ト
ン
ネ
ル
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
）
　

　
五
洋
・
片
岡
Ｊ
Ｖ
の
現
場
事

務
所
を
左
の
図
面
の
位
置
（
養

老
温
泉
入
り
口
）
に
設
置
し
ま

し
た
。
御
用
の
向
き
は
お
出
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
工
事
現
場

に
は
現
場
詰
め
所
を
設
置
す
る

予
定
で
す
。
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